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ピョトル・グリンスキ教授 

  

ポーランド文化・国家遺産大臣 

  

記憶することは私たちの務め 

  

9月はポーランド人の記憶と歴史認識の中に特別な場所を占める月です。20世紀のポーランド国民の劇的な諸経験

を振り返るときであり、2つの記念日がめぐってくるときです。その行事は私たちに、私たちの平穏な日常生活の基盤が

しばしばどれほど脆いか、外部敵国の増大する帝国主義的野望を前にした警戒がどれほど重要であるか、そして国家

の独立と私たちの生活の中で最も重要なもの――私たちの家族、生命と自由という幾世代もかけて獲得したもの―

―を守り抜く力が、いかに重要な価値であるかを思い起こさせます。 

  

1939年 9月 1日早朝、ドイツ軍の飛行機から投下された爆弾がヴィェルン市の諸聖人病院を、続いて戦略的意味

を有さない小都市であった同市の大部分を壊滅させ、その破壊は第二次世界大戦の序幕となりました。それはまた、

この戦争の特徴を予告するものでもありました――侵略者たちの無際限で徹底的な蛮行、彼らにおける人間の生命

という価値への基本的な尊重の欠如、そして、世界の新しい全体主義的秩序のドイツ的未来図を構築するうえで障

害となる諸国民の殲滅、すなわち彼らを絶滅させ、忘却と汚名を宣告することを他ならぬ戦争の最優先の戦略的目

標の一つに定めることです。 

  

2週間あまり後の 1939年 9月 17日、ドイツの猛攻撃からの防衛を続けていたポーランド共和国は、次の打撃を受け

ました。犯罪的なリッベントロップ＝モロトフ協定の規定によって第三帝国と結託した、同盟国ソ連は、自らの軍隊の

力でポーランド国境を越え、別種の全体主義的秩序とその帰結である大量殺戮、国外追放およびラーゲリをもたら

し、数十万人のポーランド人が犠牲になりました。 

  

毎年、これら二つの日付は私たちを、ドイツ・ソビエト占領の犠牲者の運命についての思いへと向かわせます。ポーランド

共和国の 600万人の殺害された人々、ポーランド・エリートの殲滅、挫折した経歴と分断された家族についての思いへ

と。破壊の規模についての、焼け跡と化した首都ワルシャワをはじめとする諸都市についての、さまざまな形態の抑圧の

影響を受けた数万の村についての思いへと。破壊され強奪された文化遺産財産――そこには、50万点以上と推定さ

れているポーランド文化の損失した貴重な文化財も含まれます――についての思いへと。 

  

しかし、9月のこれらの日々に、私たちの思いは、戦争の暗い時代に特別な力でその意味を明らかにした非物質的な

文化の価値にも及ぶのです。勇気、愛国心、最も重要なもの――人間の尊厳と生命――を守るために未曽有の献

身を行う能力といった価値にです。 

  

他ならぬ本年、上に挙げた最後の問題について私たち――ポーランド人、いや私は信じていますが、ずっと広い範囲の

人々――が思いをめぐらす機会となるのは類稀な宗教的性格の行事です――提起された問題の深刻さによって、他

者を守るために自分の生命を犠牲にすることのうちに、最高の献身と勇気の表現を見出すすべての人々の胸に響くこ



とにより、その意義が厳格な宗教的境界を超える行事です。2023年 9月 10日、マルコヴァで、カトリック教会による

ウルマ家の人々の列福式が行われます――彼らは、試練の時代に他ならぬそうした極限までの献身の実例を示した、

死刑の威嚇にもかかわらず、二つのユダヤ人家族への隠れ家を拒絶せず、ドイツの占領者の手により最高の代償を払

ったポーランド人です。1944年には、両親のユゼフ&ヴィクトリア・ウルマとともに、8歳のスタニスワヴァ、6歳のバルバラ、

5歳のヴワディスワフ、4歳のフランチシェク、3歳のアントニ、1歳半のマリア、妊娠 9か月のヴィクトリアのお腹にいた子

どもの計 7人の子どもも殺されました。 

  

ポーランド人にとっての 9月というこの特別な思いをめぐらす時期には、2023年、さらに追加の次元が加わります。正し

く今年初めて、ポーランドの戦争児童の国家記念日が祝われるのです――ポーランド共和国下院が 9月 10日をその

日付と定めた新しい記念日です。1943年の他ならぬこの日、地下独立運動に協力した疑いのある多くのポーランド人

家族が捕らえられた大規模な抑圧行動の陰鬱な終幕として、ヴィェルコポルスカのモシナで数十人のポーランド人の子

どもたちが逮捕されました。その悲劇の簡潔ではあるが極めて多くを物語る記録は、その 9月の日にモシナのドイツ憲兵

隊基地からシレムの上級司令部に向けて発信された電報です――「モシナでの行動は続いている。今夜、156名が逮

捕された。今日、さらに 60人の子どもが逮捕されるはずだ」。これらの 3つの短文は、多くの家族にとっての悲劇を示

し、その一員はその後処刑または投獄され、ほとんどのモシナの子どもたちにとっては、若いポーランド人のためのウッチ保

安警察収容所（Polen-Jugendverwahrlager Litzmannstadt）――ウッチ市プシェミスウォヴァ通りにあった、占領下の

ヨーロッパにドイツ人によってたった一つだけ開設された、この種の処刑場所であるポーランド人児童のための強制収容

所――への投獄を意味していました。 

  

ウッチ収容所は、6歳から 16歳までのポーランドの子どもと若者を対象としていましたが、実際には、囚人となったなか

には、より若い、生後数か月の子どももいました。未成年の囚人たちは、例えば、闇取引、券なしでのトラム乗車、物

乞い、些細な盗難の罪で収容されました。また、フォルクスリスト（人民リスト）への署名を拒否した家族の子どもたち

も収容されていました――収容所や刑務所に送られた人々の子どもたち、抵抗運動に参加している嫌疑をかけられた

若者です。今日に至るまで、キャンプに収容された子どもたちの正確な総数も、その犠牲者の数も知られていません。

第二次世界大戦後、収容所の遺跡は公共の場から徐々に姿を消し、同時にこの犯罪の記憶は薄れ、今日ではそれ

について語るのも困難です。 

  

プシェミスウォヴァ通り収容所の子どもたちの悲劇は、近親とともに二つの占領国の軛の下に置かれた、占領下のポーラ

ンド共和国の最年少の市民たちの巨大な悲劇の一場面にすぎませんでした。もう一つは、例えば、ザモシチ地域での

ドイツの追放・テロ行動であり、この地域の人口のほぼ 3分の 1にあたる約 11万人のポーランド人が家を奪われまし

た。そして、追放された人々の総数の 3分の 1近くが子どもでした――彼らは約 3万人、そのうち 1万人は、非人道

的な状況で行われた国外追放、移住・強制収容所への投獄、ガス室またはフェノール注射による計画的な絶滅の結

果として命を落としました。さらにほぼ 4千 5百人がドイツ化のために第三帝国に拉致されました。 

  

第二次世界大戦中に殺害されたポーランド共和国の 600万人の市民のうち、約 40%が他ならぬ子どもであり、彼ら

の悲劇と、大量国外追放、壊滅的な奴隷労働、または投獄にさらされた同年代の人々の悲劇を心に刻むのが新し

い国民の記念日であり、その制定は、当時の戦争の時代を記憶している最後の世代からの発案に対するポーランド政

府の回答です。ポーランド国家が創設し後援するさまざまな記念機関もまた同様の回答です――ポトカルパチェ地方マ

ルコヴァ村のウルマ家博物館では、記憶の庭が、どのようにしてポーランド人が自らと自らの近親の生命を危険にさらし



てまでユダヤ人を救ったかを思い起させ、ウッチにある全体主義の犠牲となったポーランド子ども博物館は、ヨーロッパで

たった一つの、子どものための強制収容所の囚人たちの悲劇を思い起させ、さらには第二次世界大戦のすべてのポーラ

ンドの子どもたちの犠牲者の苦難を記念しています。 

  

過去におけるこうした劇的経験の記憶は、犠牲者に対してだけでなく、私たちがこの記憶を伝達していかなくてはならな

い、将来の世代に対する私たちの務めです。私たちの先祖の遺言というこの名誉ある務めを、私たちは日々、全身全

霊で遂行するよう努めています。 

ピョトル・グリンスキ 

  

このテキストは、国家記銘院とポーランド国家財団との歴史プロジェクトの一環として、ポーランドの月刊誌「最も大切な

ことのすべて（„Wszystko co Najważniejsze”）」に同時掲載されました。  
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